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「
知
育
、徳
育
、体
育
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全

人
教
育
」を
建
学
の
精
神
と
し
て
き
た
大
阪
高

校
は
、陸
上
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選

手
や
プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
文
武

両
道
校
。
国
公
立
大
・
難
関
私
大
を
目
指
す

「
文
理
特
進
コ
ー
ス（
週
６
日
制
、平
日
７
限
）」

と
、大
学
、短
大
か
ら
芸
術
系
、看
護
・
介
護
系

に
進
む
た
め
の
特
別
授
業
な
ど
が
用
意
さ
れ
た

「
総
合
進
学
コ
ー
ス（
週
６
日
制
、平
日
６
限
）」

が
あ
り
、多
様
な
進
路
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
い
る

の
が
特
徴
だ
。

多
様
な
使
い
方
が
可
能
な

「
受
験
サ
プ
リ
」は
新
し
い
学
び
の
形

　

昨
年
４
月
、同
校
で
は
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。「
目
的
は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
に

適
し
た
自
学
自
習
の
習
慣
づ
け
と
、基
礎
学
力

の
向
上
で
す
。
特
に『
総
合
進
学
コ
ー
ス
』は
、

勉
強
が
嫌
い
な
生
徒
も
多
い
。
そ
う
し
た
生
徒

を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
は
、待
っ
た
な
し

の
課
題
で
し
た
」と
、学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の

平
野
宏
太
先
生
は
言
う
。

　

そ
の
課
題
解
決
に
選
ん
だ
の
が
、プ
ロ
講
師

に
よ
る
２
０
０
０
以
上
の
講
座
を
自
由
に
視
聴

で
き
る「
受
験
サ
プ
リ
」だ
。

 

「
講
座
内
容
は
中
学
か
ら
難
関
大
学
レ
ベ
ル
ま

で
幅
広
く
、英
検
な
ど
の
各
種
検
定
に
も
対
応

し
て
い
る
。
し
か
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
視
聴
で

き
る
た
め
、部
活
動
で
忙
し
い
生
徒
も
自
分
の

ペ
ー
ス
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
勉
強
が
で
き
、ス

マ
ホ
で
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て
い
る
生
徒
も
馴
染

み
や
す
い
。
こ
れ
は
、新
し
い
学
び
の
形
だ
と
思

い
ま
し
た
」

到
達
度
テ
ス
ト
で
、自
学
自
習
と

学
力
向
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に

　

１
、２
年
生
全
員
に「
受
験
サ
プ
リ
」を
導
入

し
た
の
は
、今
年
４
月
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
使
い
方

を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
、多
く
の
講
座
を

視
聴
し
た
生
徒
に「
ロ
グ
イ
ン
大
賞
」を
与
え

る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
り
、定
期
考
査
前
に
は
、

出
題
範
囲
に
関
連
し
た
講
座
の
視
聴
を
課
題

に
し
て
活
用
推
進
を
図
っ
て
き
た
。さ
ら
に
、生

徒
の
得
意
分
野
、苦
手
分
野
を
把
握
で
き
る

「
受
験
サ
プ
リ
」の
到
達
度
テ
ス
ト
を
実
施
し
た

こ
と
で
、自
学
自
習
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、学

力
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

 

「
１
年
生
は
、夏
休
み
ま
で
に
中
学
時
代
の
苦

手
を
克
服
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、ク
ラ
ス

の
生
徒
全
員
に
苦
手
克
服
に
役
立
つ
講
座
視

聴
を
課
題
に
し
、そ
の
講
座
の
確
認
テ
キ
ス
ト

も
添
付
し
て
、保
護
者
と
の
三
者
面
談
で
渡
す

よ
う
に
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、生
徒
か
ら
も
保
護

者
か
ら
も
好
評
で
し
た
」と
、文
理
特
進
コ
ー
ス

１
年
担
任
の
三
木 

唯
先
生
。

　
一
方
、同
コ
ー
ス
の
２
年
生
は
、自
分
で
選
択

す
る
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
課
題
。「〝
マ
ス
タ

ー
し
た
い
講
座
の
視
聴
と
、＋
α
の
講
座
を
自

分
で
探
す
〞と
い
う
夏
休
み
課
題
を
出
し
た
と

こ
ろ
、ど
の
講
座
を
選
択
す
れ
ば
い
い
か
相
談

に
来
る
生
徒
が
格
段
に
増
え
ま
し
た
」と
２
年

担
任
の
住
森
広
平
先
生
は
言
う
。

　

ま
た
、「
講
座
を
リ
ピ
ー
ト
視
聴
で
き
る
の

で
、わ
か
り
や
す
い
」と
の
声
が
多
く
、総
合
進

学
コ
ー
ス
の
生
徒
も
、「
や
れ
ば
で
き
る
」と
実

感
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
そ
う
だ
。
今

後
は「
受
験
サ
プ
リ
」の
講
座
を
授
業
改
革
に

も
活
用
し
な
が
ら
、よ
り
生
徒
と
向
き
合
う
学

習
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

リクルートサービスを活用した

生徒一人ひとりに適した
学習支援を可能にした「受験サプリ」

─大阪高校（大阪・私立）─
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受験サプリ

■   「受験サプリ」の活用術
●  「受験サプリ活用作戦！」を教員が
 作成して定期考査前に生徒に配布

● 文理特進コースでは、到達度テストの
 結果を活用して苦手克服を夏休み課題に

● 総合進学コースは、夏休み課題にも
 使い方解説を入れ、わかりやすく

● 生徒からはこんな声が

各教科の教員に定期
考査前の勉強に役立つ
「受験サプリ」の講座を
ヒアリングして、「おすす
め講座」を生徒に紹介。
「わかりやすい」と、生徒
が「受験サプリ」を活用
するきっかけに。

苦手克服のための講座を明記したイラスト入り
の表紙を手作りし、講座のテキストを加えて生徒
に配布した夏休み課題。「『ここまでしてくれるな
ら、塾は必要ない』と通塾を止めた生徒もいまし
た。うれしい反応です」と三木先生。

「講座を視聴して『わかる、できる』を実感すると、
生徒も変わっていくので、そこまではていねいなフ
ォローが大切」という1年担任の池田靖章先生。
生徒が取り組みやすいように、必ず使い方解説
を入れるなどの工夫をして課題を出している。

「『受験サプリ』の説明会で、ある先輩が活用して
偏差値50から70になったという話を聞きました。さっ
そく中２英語の基礎をやってみると、基本でボロボロ
間違えました。そこで、中学の英語を完璧にしようと
講座を活用して勉強したところ、中間考査で90点
以上をとることができました。また、英検前には、『受
験サプリ』のリスニングを何回も聴いたことで、試験
当日は“めっちゃ聴けるやん”と、心の中で笑えるくら
い余裕がもてました」（文理特進コース１年、S.F君）
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